
平成 19 年 11 月 12 日 

   各    位 

会 社 名  株 式 会 社   キ  ン  グ 

代 表 者 名  取締役社長  山 田 幸 雄 

（コード番号  ８１１８ 大証第１部）   

問 合 せ 先  取締役 常務執行役員 

管理部門管掌 石  井  修  二 

（Ｔ Ｅ Ｌ  ０６－６３６８－７８０２） 

 

平成２０年３月期 中間及び通期業績予想（連結・個別）の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績の動向を踏まえ、平成１９年５月１６日の決算発表時及び平成１９年８月２日の第

１四半期財務・業績の概況発表時に公表した平成２０年３月期（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年

3 月 31 日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

 

記 

 
 

１．平成２０年３月期中間連結業績予想の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 

                                    （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
1株当たり 

中間純利益 

前回発表予想         （A） １０,２５０ ４８０ ６３０ ３６０ 

円 銭

16 01  

今回修正予想         （B） ９,９３４ ３５８ ５２４ ２９４ 13  07 

増 減 額       （B）-（A） △ ３１６ △１２２ △１０６ △６６ －

増  減  率 △   3.1％   △25.4％   △16.8％ △18.3％ －

（ご参考）前期中間実績 

（平成 18 年 9 月中間期） １０,０４５ ４４９ ６０４ ３３９ 

     

 14 91

 

 

２．平成２０年３月期中間業績予想の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 19 年 9 月 30 日） 

                                       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 中間純利益 
1株当たり 

中間純利益 

前回発表予想         （A） ８,５７０ ２８０ ４２０ ２３０ 

円 銭

10 23

今回修正予想         （B） ８,２７１ １３７ ２８９ １５５ 6 89 

増 減 額       （B）-（A） △ ２９９  △１４３ △１３１ △７５ －

増  減  率 △   3.5％   △51.1％   △31.2％ △32.6％ －

（ご参考）前期中間実績 

（平成 18 年 9 月中間期） ８,３５４ ２５２ ３９３ ２１４ 

     

 9 41

 

 



３．平成２０年３月期通期連結業績予想の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

                                    （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想         （A） ２１,１００ １,０７０ １,３７０ ７００ 

円 銭

31 12

今回修正予想         （B） ２０,７００ ９１０ １,２３０ ６３０ 28  01

増 減 額       （B）-（A） △ ４００ △ １６０ △ １４０ △ ７０ －

増  減  率 △   1.9％   △15.0％   △10.2％ △10.0％ －

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） ２０,６７０ １,０１５ １,３２９ ５３４ 

     

 23 56

 

４．平成２０年３月期通期業績予想の修正（平成 19 年 4 月 1 日～平成 20 年 3 月 31 日） 

                                       （単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株当たり 

当期純利益 

前回発表予想         （A） １８,１００ ８００ １,０８０ ５４０ 

円 銭

24 01

今回修正予想         （B） １７,７００ ６６０ ９５０ ４７０   20 90

増 減 額       （B）-（A） △ ４００ △ １４０ △ １３０ △ ７０ －

増  減  率 △   2.2％   △17.5％   △12.0％ △13.0％ －

（ご参考） 

前期実績（平成 19 年 3 月期） １７,６８６ ７６０ １,０４９ ３６７ 

     

 16 21

 

 

５．業績予想修正の理由 

（１）中間期 

中間期におきましては、９月末まで続いた猛暑の影響を受け、アパレル部門において秋物商

戦で苦戦を強いられ、売上高、営業利益、経常利益、中間純利益共に前回予想を下回る見込み

です。 

 

  （２）通 期 

     通期の業績見通しにつきましては、上半期に実施いたしましたショップ開発、既存店舗のリ 

ニューアル効果が見込めますものの、上半期の減少分を補うまでには至らず、連結、個別とも

前回予想を下回る見込みです。 

 

      

 

（注）上記の予想は、現在入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今後の様々 

な要因により予想数値と異なる可能性があります。 

 

以 上 


